
一 般 質 問市政について問う！

問
我
が
国
で
は
、
若
者
の
政
治
へ
の
関

心
が
と
て
も
低
い
現
状
が
あ
り
、
若
者
の

主
権
者
意
識
の
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
市
立
中
学
校
と
市
立
高
校
に
お
い

て
、
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
学
校
教
育
に
お
い
て
、
中

高
生
の
主
権
者
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
立

中
学
校
で
は
、
仮
想
の
政
党
づ
く
り
や
政

策
に
つ
い
て
の
討
論
、
模
擬
選
挙
を
行
う

な
ど
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
選
挙
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
設
け
、
中
学
生
の
主
権

者
意
識
が
向
上
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

市
立
高
校
で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
に
、

本
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
出
前
講
座
を
活

用
し
、
実
際
の
選
挙
で
使
用
す
る
記
載
台

や
投
票
箱
を
用
い
た
模
擬
選
挙
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
模
擬
選
挙
に
つ
い
て

は
、
実
践
的
な
学
習
活
動
と
し
て
指
導
上

効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
実

際
の
選
挙
を
題
材
と
し
た
模
擬
選
挙
は
、

公
職
選
挙
法
上

留
意
す
べ
き
点

や
課
題
も
多
々

あ
る
こ
と
か
ら
、

他
の
自
治
体
の

事
例
等
を
注
視

し
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
澤
　隆

中高生に模擬選挙の実施を 中
学
校
・
高
校
で
の
模
擬
選
挙

問
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
に
よ
る
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
現
在

の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

答
企
画
部
長
／
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
は
、
民
間
主
導
に
よ
り
老

朽
化
し
た
建
物
な
ど
小
規
模
な
遊
休
不
動

産
を
改
装
や
用
途
変
更
な
ど
に
よ
り
再
生

し
て
、
地
域
の
価
値
向
上
を
図
る
取
り
組

み
で
あ
る
。
本
事
業
は
、
地
方
創
生
に
係

る
国
の
交
付
金
一
千
万
円
の
交
付
決
定
を

受
け
た
も
の
で
、
民
間
事
業
者
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
の
環
境
整
備
を
進

め
て
お
り
、
地
元
金
融
機
関
、
建
設
、
不

動
産
、
商
業
な
ど
、
多
様
な
事
業
者
の
参

画
に
よ
る
沼
津
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
推
進
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
、
第

一
回
の
会
議
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
先
進
都
市
に
お
け
る
取
り
組
み

の
研
究
、
市
内
に
点
在
す
る
先
行
事
例
や

遊
休
不
動
産
の
情
報
収
集
・
発
信
な
ど
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
て
多
面
的
に
行
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
や
機
運
醸
成
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
二
月

に
は
、
ま
ち
な
か
に
眠
っ
て
い
る
資
源
や

お
宝
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
活
用
を
考
え

る
、
ま
ち
の
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
市
民
参
加
に
よ
り
開
催
す
る
な
ど
、
広

く
本
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

加
藤

　明
子

リノベーションまちづくり推進事業の
取り組み状況と今後の展開は

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

問
障
害
者
差
別
解
消
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
、
①
合
理
的
配
慮
に
対
す
る
認
識
は
。

②
合
理
的
配
慮
の
た
め
の
条
件
整
備
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
合
理
的
配
慮
は
、

障
害
の
特
性
や
求
め
ら
れ
る
場
面
に
応
じ

て
異
な
り
、
技
術
の
進
展
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
応
じ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

障
害
の
あ
る
人
の
個
別
の
状
況
に
応
じ
て

適
切
に
対
応
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

②
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年

度
ま
で
を
期
間
と
す
る
第
三
次
沼
津
市
障

害
者
計
画
に
お
い
て
、
公
共
の
施
設
等
に

お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

本
市
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
、

適
切
な
対
応
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お

り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
い
て
、

障
害
の
あ
る
人
の
障
壁
を
取
り
除
く
よ
う

整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
紛
争
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、

障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
障
害
者
差
別
解
消

支
援
地
域
協
議
会
の
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
協
議
会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
本
市
を
含
め
た
六

市
四
町
で
構
成
す
る
駿
東
田
方
圏
域
自
立

支
援
協
議
会
の
枠
組
み
の
中
で
障
害
者
差

別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
と

の
意
見
も
あ
る
た
め
、
自
立
支
援
協
議
会

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

城
内
　務

障害者差別解消法に基づく
合理的配慮の条件整備は

障
害
者
差
別
解
消
法

問
災
害
時
、
人
命
に
か
か
わ
る
事
態
に

お
い
て
、
個
人
情
報
の
公
表
は
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
時
か
ら
そ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
に
お
け
る
災
害
時
の
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
の
現
状
と
認
識
及
び
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
危
機
管
理
監
／
沼
津
市
個
人
情
報
保

護
条
例
に
お
い
て
、
人
の
生
命
、
健
康
、

生
活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
緊
急

や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
個

人
情
報
を
収
集
し
た
目
的
外
に
利
用
し
、

ま
た
は
外
部
に
提
供
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
災
害
時
の
行

方
不
明
者
の
安
否
確
認
や
捜
索
活
動
等
、

緊
急
性
、
逼
迫
性
を
考
慮
す
べ
き
場
合
に

個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の
制
限
に
例

外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
警
察
や

自
衛
隊
等
の
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
や

共
有
な
ど
の
事
例
が
該
当
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
、
な
お
慎

重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

人
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
人
的
被
害

の
詳
細
な
状
況
や
個
人
情
報
の
性
質
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
必
要
性
な
ど
を
勘
案

し
て
的
確
に
判
断
し
て
い
く
。
ま
た
、
災

害
対
応
時
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
実
例
に
つ
い
て
、詳
細
な
分
析
を
行
っ

て
い
く
。

長
田

　吉
信

災害時における個人情報の取り扱いは 行
政
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

▲出前講座による模擬投票
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問
若
い
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
の
整
備
の
た
め
、
消
防
団
活
性
化
委
員

会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
消
防
長
／
現
在
、
消
防
団
本
部
の
総

務
部
会
に
お
い
て
、
消
防
団
の
活
性
化
や

定
員
確
保
、
消
防
団
活
動
の
あ
り
方
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
ご
と
に
検
討
し
、
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
活
性
化
を
目
的
と
し

た
専
門
委
員
会
は
組
織
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
消
防
団
活
性
化
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る
必
要
性
を
踏
ま

え
、
消
防
団
本
部
と
協
議
し
て
い
く
。

問
ま
ち
全
体
で
消
防
団
を
応
援
す
る
機

運
の
醸
成
、
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
、
事
業
者
が
社
会
活
動
の
一
環
と
し

問
鉄
道
高
架
事
業
に
よ
り
生
じ
る
車
両

基
地
及
び
貨
物
駅
の
跡
地
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
利
用
方
法
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
車
両

基
地
及
び
貨
物
駅
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
鉄
道
跡
地
利
用

検
討
懇
話
会
の
提
言
及
び
沼
津
高
架
Ｐ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
意
見
等
か
ら
、
中
心
市

街
地
に
望
ま
れ
る
都
市
機
能
と
し
て
、
先

進
医
療
を
初
め
と
す
る
先
進
産
業
機
能
、

健
康
、
医
療
、
福
祉
等
の
多
様
な
生
活
サ
ー

ビ
ス
機
能
、
行
政
機
能
等
の
意
見
が
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
鉄
道
高
架
事
業
の

進
捗
に
合
わ
せ
、
人
口
減
少
社
会
や
少
子

問
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
促
進
及
び
就

労
支
援
は
、
本
市
が
み
ず
か
ら
模
範
と
な

る
こ
と
で
、
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
が
、
本
市
に
お
け
る

認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
障
害
の
あ
る
人
が
社
会

経
済
を
構
成
す
る
労
働
者
の
一
員
と
し
て
、

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
機
会
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
公
的
機
関
が
率
先
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
、

身
体
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
採
用

試
験
に
つ
い
て
は
、
学
歴
要
件
の
緩
和
や

試
験
を
複
数
回
行
う
な
ど
、
よ
り
多
く
の

人
を
雇
用
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後

問
沼
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

に
お
け
る
本
市
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
を
掲
げ
た
区
域
施
策
編
に
つ
い
て
、

①
目
標
値
に
対
す
る
進
捗
状
況
は
。
②
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
対
す
る
認
識
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
①
目
標
値
に
対
す

る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
発
事
故
以

降
、
発
電
に
お
け
る
石
炭
火
力
の
割
合
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
電
力
使
用
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
係
数
が
増
加
し
て

い
る
影
響
が
大
き
く
、
二
〇
一
五
年
度
の
目

標
値
で
あ
る
一
九
九
〇
年
度
比
一
三
％
削
減

に
対
し
、
二
〇
一
二
年
度
時
点
で
一・六
％
の

削
減
と
な
っ
て
い
る
。
②
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
つ
い
て
は
、
国
や
大
企
業
レ
ベ
ル

て
消
防
団
員
限
定
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

消
防
団
員
応
援
事
業
に
対
す
る
認
識
は
。

答
消
防
長
／
消
防
団
員
応
援
事
業
は
、

消
防
団
員
入
団
促
進
に
有
効
と
考
え
て
い

る
。
本
市
で
は
、
静
岡
県
自
動
車
学
校
沼

津
校
が
消
防
団
員
と
そ
の
家
族
へ
の
優
待

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
、

同
様
の
消
防
団
員
応
援
事
業
を
実
施
す
る

事
業
所
が
ふ
え
る
よ
う
に
広
報
及
び
協
力

依
頼
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
に
お
い
て
、

ふ
じ
の
く
に
消
防
団
応
援
連
盟
事
業
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
消
防
団
員
の
利
便
性
が

図
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、

独
自
の
消
防
団
員
応
援
事
業
の
構
築
を
消

防
団
本
部
と
連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
化
に
も
対
応
し
た
県
東
部
で
一
番
都
会

的
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
を
つ
く
る
と
い

う
政
策
の
方
向
性
に
沿
っ
て
、
新
た
な
都

市
機
能
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
車
両
基
地
及
び
貨
物
駅
は
鉛
に
よ
る

土
壌
汚
染
が
心
配
さ
れ
、
調
査
及
び
対
応

に
係
る
費
用
は
Ｊ
Ｒ
が
負
担
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
車
両

基
地
及
び
貨
物
駅
は
、
現
在
使
用
し
て
い

る
た
め
調
査
は
難
し
い
が
、
事
業
の
進
捗

に
合
わ
せ
な
が
ら
必
要
な
調
査
を
行
っ
て
い

き
、
調
査
結
果
を
も
と
に
、
対
応
に
係
る

費
用
及
び
そ
の
負
担
等
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
、
関
係
法
令
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
障

害
の
あ
る
人
の
雇
用
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
障
害
者
差
別
解
消
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
合
理
的
配
慮
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

答
企
画
部
長
／
障
害
の
あ
る
人
が
職
場

で
働
く
に
当
た
っ
て
の
支
障
を
改
善
す
る

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
べ
く
、
本
市
に
お

い
て
は
、
新
規
採
用
時
に
、
直
接
、
当
該

者
に
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
職
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
採
用

試
験
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
必
要
に
応

じ
て
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
た
面
接
試
験

を
実
施
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
る
。

に
お
け
る
技
術
革
新
な
ど
が
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、

計
画
に
位
置
づ
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

ベ
ー
ス
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
現
在
の
進
捗
状
況
か
ら
、
目
標
値
の

再
設
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
再
設
定
に

対
す
る
認
識
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
区
域
施
策
編
に
つ

い
て
は
、
最
終
年
度
を
二
〇
二
〇
年
度
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
目
標
値
の
再
設
定
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
国
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
二
〇
二
一
年
度
を
開
始
年
度
と

す
る
次
期
計
画
策
定
時
に
行
う
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

片
岡
　章
一

殿
岡
　修

山
下
　富
美
子

江
本
　浩
二

消防団のさらなる活性化を
目指す取り組みは

貴重な市民の税金を投入する
鉄道高架事業に対する認識は

本市における障害のある人の雇用促進
及び就労支援は

温室効果ガス排出量抑制に向けた
新たな目標値の設定は

消
防
団

障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
促
進

鉄
道
高
架
事
業

沼
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
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